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同窓会のための情報誌

チカラ

Our Proud
熊本県立濟々黌高等学校・管理棟
2010 年（平成 22 年）7 月竣工　鉄筋コンクリート 4 階建

Vol.

2022

の
同窓会

紹介● 同窓会活動紹介 

　・世界で役立つ人材づくり：

　　　　公益財団法人  県立浦和高等学校同窓会奨学財団

　・ 母校から繋いだ襷と北高魂 !：

　　　　静岡県立浜松北高等学校同窓会・関東支部総会　　

　・カレーが結ぶ学食支援の輪：大阪府立八尾高等学校同窓会

リレー連載 ● 私と同窓会

　・松本貞男（福島県立双葉高等学校同窓会・会長）

わが学び舎

　・熊本県立濟々黌高等学校濟々黌同窓会



が
大
い
に
も
の
を
言
い
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
本

財
団
の
理
念
の
在
り
方
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的

な
運
営
・
維
持
・
管
理
な
ど
の
規
則
の
制
定
か
ら
、

事
業
の
基
と
な
る
資
金
の
確
保
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
る
確
か
な
組
織
作
り
の
基
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
野
理
事
長
は
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー
（
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
の
代
表
取
締
役
会
長
で
、「
公

益
財
団
法
人
・
川
野
小
児
医
学
奨
学
財
団
」
設
立

時
に
個
人
所
有
の
自
社
株
を
寄
付
し
て
お
り
、
こ

の
配
当
に
よ
り
安
定
し
た
活
動
が
続
い
て
い
ま

す
。
本
奨
学
財
団
設
立
に
際
し
て
も
、
川
野
理
事

長
は
、
財
団
の
基
礎
の
部
分
で
恒
常
的
に
活
動
資

金
が
入
る
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
自
社

株
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

財
団
が
形
を
成
す
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、「
公
益
財
団
法
人
」
と
な
っ

た
こ
と
で
、
財
団
の
支
援
対
象
は
浦
高
一
校
か
ら

埼
玉
県
全
域
に
広
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
一
見
す
る
と
浦
高
同
窓
会
の
守
備
範
囲
を

超
え
る
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

●
令
和
三
年
で
創
立
百
二
十
六
年
を
迎
え
た

埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
）
は
、
全
国
有
数
の
名
門
公
立
高
校
で
あ
る
。

東
大
の
合
格
者
数
で
常
に
上
位
に
立
つ
一
方
で
、

ラ
グ
ビ
ー
部
の
全
国
大
会
出
場
な
ど
、
文
武
両

道
の
男
子
校
で
も
あ
る
。
こ
の
浦
和
高
等
学
校

同
窓
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
、
浦
和
高

等
学
校
（
以
下
・
浦
高
）
の
在
学
生
及
び
卒
業

生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
関
係
事
業
の
財
団

を
立
ち
上
げ
、
同
年
十
一
月
に
は
公
益
財
団

法
人
に
移
行
し
活
動
を
開
始
し
た
。
設
立
よ

り
九
年
、
浦
高
お
よ
び
埼
玉
県
内
の
高
校
の

在
校
生
・
卒
業
生
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
の

べ
二
百
八
十
九
人
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
、他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い「
同

窓
会
を
活
動
の
基
盤
と
し
た
奨
学
財
団
」
設
立

に
つ
い
て
、
そ
の
理
念
と
経
緯
、
活
動
・
運
営

の
基
本
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
今
後
の
展
望

を
財
団
理
事
長
の
川
野
幸
夫
氏
と
常
務
理
事

の
藤
野
龍
宏
氏
に
伺
っ
た
。

　

こ
の
財
団
設
立
の
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
「
浦
和
高
校
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
奨

学
財
団
設
立
」
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
、
当
時

の
川
野
同
窓
会
長
か
ら
同
窓
会
に
対
し
て
提
言

が
あ
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
生

徒
の
海
外
留
学
や
短
期
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

は
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
ス
ポ
ッ
ト
的
な

も
の
で
、
学
校
や
同
窓
会
に
明
確
な
計
画
・
制
度

と
し
て
生
徒
を
送
り
出
す
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
頃
に
、

当
時
の
校
長
・
関
根
郁
夫
先
生
か
ら
、
生
徒
を
ア
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メ
リ
カ
の
大
学
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
送
り
出

し
た
い
、
と
い
う
お
話
と
と
も
に
、
同
窓
会
と
し

て
経
済
的
な
支
援
を
お
願
い
で
き
な
い
か
、
と
い

う
打
診
が
川
野
会
長
に
あ
り
、
三
人
の
生
徒
に
対

し
、
総
額
約
百
万
円
の
支
援
を
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
う
し
た
活
動
は
単
発
で
終

わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
同
窓
会
と
し
て
継
続
し

て
生
徒
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
が
川
野
会
長
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
で
、

そ
の
実
行
組
織
と
し
て
の
財
団
の
設
立
を
同
窓

会
役
員
の
方
々
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
強
い
賛
意
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
こ
の
話
が
伝
わ
る
や
、
同

窓
会
員
の
中
に
こ
の
新
し
い
事
業
設
立
へ
の
気

運
が
彭
湃
と
し
て
起
こ
り
、
同
窓
会
総
会
で
の

賛
同
の
声
に
力
を
得
て
、
こ
の
財
団
設
立
を
「
浦

高
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
推
し
進

め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

決
定
後
、
直
ち
に
「
奨
学
金
制
度
」
設
立
に
向

け
て
の
検
討
が
始
ま
り
、
奨
学
金
の
内
容
と
規

模
、
運
営
組
織
の
在
り
方
等
々
の
検
討
が
重
ね
ら

れ
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
同
窓
会
理

事
会
、
次
い
で
同
窓
会
総
会
に
て
「
奨
学
財
団
」

の
設
立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同

年
六
月
「
一
般
財
団
法
人
県
立
浦
和
高
等
学
校

同
窓
会
奨
学
財
団
」
の
設
立
を
登
記
、
更
に
同

年
十
一
月
「
公
益
財
団
法
人
」
へ
の
移
行
を
行
い
、

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
二
月
、
奨
学
金
事

業
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
奨
学
金
資
金
の
寄
付

金
募
集
も
こ
の
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
公
益
財
団
法
人
」
の
設
立
に
は
、
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
幾
つ
も
の
条
件
が
あ
り
、
関
係

省
庁
や
地
元
行
政
機
関
と
の
交
渉
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
煩
雑
な
作
業
に
際
し
て
は
、

川
野
会
長
が
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
「
川
野
小
児
医

学
奨
学
財
団
」
と
い
う
組
織
を
作
っ
た
際
の
経
験

公益財団法人 
県立浦和高等学校同窓会奨学財団

世界で役立つ人材づくり

グローバル社会における真のリーダーの育成を目指し
広き宇内に雄飛する若者を支援する

紹介同窓会活動紹介

令和最初の海外研修生派遣事業助成金授与式
令和元年 6 月 15 日、令和最初の海外研究生派遣事業助成金授与式。
夏のサマーセミナーへの参加者が対象で、内訳はミシガン大学派
遣 2 名、スタンフォード大学派遣 6 名、ウィットギフト校派遣 3
名、合計 11 名が対象。スタンフォード大学への派遣生 6 名のう
ち 2 名は浦和第一女子高等学校の生徒で、浦高以外の生徒に対す
る初めての授与となった。

●連絡先　
　公益財団法人  県立浦和高等学校同窓会奨学財団
　〒 330-9330 さいたま市浦和区領家 5-3-3  
　　　　　　　浦和高等学校麗和会館内
　TEL & FAX  048-886-0805
　e-mail：urako-ob@u.email.ne.jp
　URL : http://urako-tama.com/?page_id=93

奨
学
財
団
設
立
の
経
緯
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さ
て
、
奨
学
金
給
付
対
象
者
の
選
定
に
つ
い
て

で
す
が
、
応
募
者
に
は
高
校
か
ら
の
推
薦
状
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ペ
ー
パ
ー
試
験
は
実
施
し
ま
せ

ん
。
面
接
試
験
だ
け
で
す
。
面
接
は
、
日
本
語
と

英
語
で
各
々
一
回
づ
つ
行
い
ま
す
。
実
際
に
面

接
を
行
う
の
は
浦
高
の
教
諭
で
す
。
そ
の
面
接

の
評
価
を
受
け
て
選
考
委
員
会
（
浦
高
の
教
諭
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
浦
高
後
援
会
・
同
窓
会
よ
り
成
る
）
が

決
定
し
ま
す
。
会
議
は
年
に
三
回
開
催
さ
れ
て
い

ん
が
、
有
為
の
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
少
し

で
も
多
く
の
人
を
支
援
を
し
た
い
と
い
う
財
団

の
基
本
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
活
動
の
発
展

的
展
開
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
結
果
と
し
て
、

規
模
的
に
も
意
味
的
に
も
、
よ
り
大
き
な
機
能
を

担
う
形
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
、
平
成
二
十
七

年
（
二
〇
一
五
）
十
月
、
県
立
浦
和
高
等
学
校
創

立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
川
野
同
窓

会
長
に
よ
り
「
百
二
十
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て

「
奨
学
財
団
設
立
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▼
財
団
の
事
業
内
容

　

財
団
が
実
施
し
て
い
る
奨
学
金
の
内
容
は
、
以

下
の
四
種
類
で
す
。

❶
海
外
研
修
生
派
遣
奨
学
金

　

埼
玉
県
内
の
高
等
学
校
の
在
学
生
で
海
外
研

修
す
る
者
に
対
し
て
研
修
費
用
の
一
部
を
交

付
。（
三
十
万
円
以
内
）

❷
留
学
奨
学
金

　

埼
玉
県
内
の
高
等
学
校
の
在
学
生
ま
た
は
卒

業
し
た
者
で
海
外
留
学
す
る
者
に
対
し
て
留

学
費
用
の
一
部
を
給
付
。（
年
額
九
十
万
円
）

❸
修
学
奨
学
金

　

浦
和
高
校
の
在
学
生
で
、
経
済
的
理
由
で
勉
学

が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
修
学
資
金
の
一
部
を

交
付
。（
二
十
万
円
以
内
）　　

❹
進
学
奨
学
金

　

経
済
的
理
由
で
進
学
が
困
難
な
浦
和
高
校
卒

業
生
に
対
し
て
、
進
学
資
金
の
一
部
を
給
付
。

（
五
十
万
円
以
内
）

こ
の
四
種
類
の
奨
学
金
は
給
付
型
で
、
い
ず
れ
も

返
済
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
複
数
回
の
受
給

も
妨
げ
ま
せ
ん
。
返
済
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
そ
の
余
裕
が
出
来
た
段
階
で
、
で
き
る
だ
け

交
付
ま
た
は
給
付
額
と
同
程
度
の
寄
付
を
す
る

「
奨
学
金
の
再
造
成
努
力
」
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
次
に
続
く
人
た
ち
に
手
渡
す
大
切

な
「
バ
ト
ン
」
と
な
り
ま
す
。

▼
財
団
の
収
入

　

奨
学
財
団
の
財
源
は
、
寄
付
金
と
株
式
の
配
当

で
す
。
そ
の
た
め
、同
窓
生
と
同
窓
会
関
連
団
体
・

法
人
な
ど
へ
毎
年
寄
付
協
賛
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
お
名
前
や
団

体
名
は
、
卒
業
回
、
金
額
と
も
ど
も
「
奨
学
金
寄

付
一
覧
表
」
を
作
成
し
、
毎
年
四
月
の
同
窓
会
会

報
の
送
付
時
に
、
専
用
振
り
込
み
用
紙
と
と
も
に

同
封
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
覧
表
は
累
計
寄
付
金
額

の
多
い
順
に
並
べ
、
直
近
一
年
間
に
寄
付
し
た
者

の
氏
名
を
太
字
で
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
の

累
計
寄
付
金
額
は
一
億
五
百
五
十
三
万
円
余
と
な

り
ま
す
。
低
金
利
の
時
代
に
あ
っ
て
は
現
金
の
基

本
財
産
は
ほ
と
ん
ど
果
実
を
生
み
ま
せ
ん
が
、
幸

い
当
財
団
で
は
、
同
窓
生
か
ら
の
寄
付
金
の
他
に

川
野
会
長
が
寄
付
さ
れ
た
株
式
の
配
当
が
、
安
定

し
た
活
動
を
大
き
く
支
え
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
毎
年
受
け
て
い

る
株
式
の
累
計
は
三
十
六
万
株
に
な
り
ま
す
。

▼
給
付
の
実
績

　

財
団
設
立
以
来
の
給
付
の
対
象
者
の
内
訳
と

給
付
総
額
は
下
表
の
通
り
で
す
。
令
和
元
年
度
以

降
の
給
付
実
績
の
低
下
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
に
よ
る
影
響
で
、
世
界
的
に
海
外
渡
航

お
よ
び
留
学
先
で
の
対
面
授
業
等
に
困
難
を
来

し
て
い
た
た
め
で
す
。

年　度 海外研修（人） 留学（人） 修学（人） 進学（人） 合計（人） 給付額（円）

平成 25年度 5 1 1 7 2,100,000

平成 26年度 20 4 1 25 6,450,000

平成 27年度 36 5 3 44 10,400,000

平成 28年度 44 9 53 11,340,000

平成 29年度 36 5 1 42 10,650,000

平成 30年度 32 10 6 48 17,600,000

令和元年度 13 9 4 26 13,500,000

令和 2年度 *5 8 3 3 19 8,750,000

令和 3年度 *12 10 2 1 25 10,444,400

合　計 203 61 6 19 289 91,234,400

令和 4 年 3 月 31 日までの奨学金給付実績 *オンライン

埼玉県立浦和高校・校章

●連絡先　
　公益財団法人  県立浦和高等学校同窓会奨学財団
　〒 330-9330 さいたま市浦和区領家 5-3-3  
　　　　　　　浦和高等学校麗和会館内
　TEL & FAX  048-886-0805
　e-mail：urako-ob@u.email.ne.jp
　URL : http://urako-tama.com/?page_id=93

右：川野 幸夫（かわの・ゆきお）氏（高 13 回）　
　　（公財）県立浦和高等学校同窓会奨学財団・理事長
　　（一社）埼玉県立浦和高等学校同窓会・顧問（第 8 代会長）
左：藤野  龍宏（ふじの・たつひろ）氏（高 22 回）
　　（公財）県立浦和高等学校同窓会奨学財団・常務理事
　　（一社）埼玉県立浦和高等学校同窓会・理事（事務局次長）

奨
学
財
団
の
事
業
内
容
と
運
営
の
概
要

海
外
研
修
生
・
留
学
生
の
選
定



た
と
思
い
ま
し
た
ね
。
漫
然
と
海
外
に
行
く
の
で

は
な
く
、
文
化
の
違
い
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、
個
人
の
知
性
を
涵
養
し
、

視
野
の
広
い
役
に
立
つ
人
材
へ
と
自
分
を
育
て
て

い
く
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
我
々
の

願
い
へ
の
嬉
し
い
「
解
答
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

浦
高
同
窓
会
の
奨
学
財
団
と
同
様
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
高
校
同
窓
会
は
全
国
に
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
一
校
の
活
動
で
は
、
年
に
五
十
〜
六
十

人
く
ら
い
し
か
応
援
で
き
ま
せ
ん
が
、
仮
に
百
校

の
同
窓
会
が
同
様
の
活
動
を
展
開
す
れ
ば
、
年
間

に
五
千
人
の
意
欲
あ
る
人
材
を
応
援
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
活
動
を
広
め
て
い
く

こ
と
の
一
歩
と
し
て
、
同
様
の
活
動
を
既
に
行
っ

て
い
る
財
団
と
連
絡
を
取
り
、
十
一
校
の
参
加
に

よ
る
「
第
一
回
全
国
高
等
学
校
同
窓
会
奨
学
財

団
連
絡
協
議
会
」
を
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）

十
二
月
十
日
に
さ
い
た
ま
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

目
的
は
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
お
互
い
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
を
作
る
こ

と
で
す
。
ま
た
今
後
全
国
で
新
た
に
奨
学
財
団
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
同
窓
会
へ
の
、
情
報
提
供

を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
は
、
浦
高
同
窓

会
事
務
局
内
に
置
か
れ
、
藤
野
常
務
理
事
が
窓
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

日
本
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
、
未
来
を
担
う

若
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
異
な
る
文

化
の
体
験
と
、
異
な
る
文
化
の
人
た
ち
と
の
直
の

交
流
は
間
違
い
な
く
大
き
な
刺
激
と
な
る
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
、
そ
の
中
か
ら
将
来
の
日
本
を
背

負
う
人
材
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

4

尚文昌武（しょうぶんしょうぶ）
「文をたっとび、武をさかんにす」という浦高の教育精神を象徴する言葉。

浦高 OB の宇宙飛行士・若田光一氏（写真右側）は、平成 13 年に宇宙へ
赴いた際、浦高カラーの地に金色で書かれた「尚文昌武」の旗を浦高より
持参、国際宇宙ステーションに高らかに掲げた。同旗は地球帰還後に浦高
に返還され、現在は校内に展示されている。

紹介同窓会活動紹介

浦和高等学校・麗和会館▶

▲平成 7 年（1995 年）創立 100 周年記念
　で姉妹校提携の英国ウィットギフト校

ま
す
。
面
接
で
重
要
な
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
志
望
動
機
で
す
。
何
を
し
た
い
の
か
、
何
を
学

び
そ
れ
を
ど
う
生
か
し
た
い
の
か
、
な
ど
の
こ
と

で
す
ね
。
で
す
の
で
当
落
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に

い
る
人
を
入
れ
る
か
外
す
か
、
こ
れ
が
悩
ま
し
い
。

ま
た
も
し
優
れ
た
人
材
、
高
い
可
能
性
を
持
っ
た

人
材
が
多
数
応
募
し
て
き
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
、
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

解
は
い
く
つ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
財
団
の
目

的
・
理
念
に
鑑
み
れ
ば
、
選
定
の
際
に
は
、
成
績

の
他
に
応
募
者
の
可
能
性
を
見
極
め
る
目
利
き
の

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
個
々

の
事
例
に
対
し
て
は
で
き
る
だ
け
柔
軟
な
対
応
を

す
べ
き
で
す
し
、
そ
う
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
の
問
題
は

あ
る
に
し
て
も
、
定
員
数
は
決
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
年
齢
制
限
と
い
う
も
の
も
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

三
十
代
四
十
代
で
も
大
丈
夫
で
す
。
現
に
東
北
大

卒
の
家
庭
持
ち
の
浦
高
Ｏ
Ｂ
に
対
し
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
医
学
部
へ
の
留
学
を
助
成
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
支
援
対
象
は
理
系
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
、
当
財
団
で
は
音
大
出
身
者
の
海

外
留
学
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

　

情
熱
は
人
を
動
か
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
み

ん
な
が
応
援
す
る
、
そ
う
い
う
素
地
は
既
に
出
来

て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
財
団
が
受
給
者
に
理
解
し

て
欲
し
い
の
は
「
み
ん
な
が
応
援
し
て
い
る
、
み

ん
な
の
応
援
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う
事
実
で
す
。

で
す
か
ら
応
募
者
の
み
な
さ
ん
に
は
自
分
の
熱
意

と
意
欲
を
、
具
体
的
に
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。　

　

奨
学
生
の
渡
航
先
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
海
外
研

修
先
で
は
、
九
年
間
の
合
計
二
百
三
人
中
、
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
英
語
圏
の
国
が

百
八
十
四
人
で
全
体
の
九
〇
％
を
占
め
ま
す
。
次

い
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
十
六
人
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

場
合
は
、
全
て
ロ
ン
ド
ン
南
部
の
浦
高
の
姉
妹
校

「
ウ
ィ
ッ
ト
ギ
フ
ト
校
」
で
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
・

春
の
短
期
研
修
と
な
り
ま
す
。

　

海
外
留
学
者
数
は
研
修
者
の
四
分
の
一
程
度
で

す
が
、
渡
航
先
は
や
は
り
英
語
圏
の
イ
ギ
リ
ス
と

ア
メ
リ
カ
が
多
く
、
ド
イ
ツ
が
そ
れ
に
続
き
ま
す
。

日
本
で
は
英
語
を
第
一
外
国
語
と
し
て
い
る
学
校

が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
も
こ
う
し

た
傾
向
・
分
布
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
受
給
者
の
報
告

　

留
学
生
に
は
毎
年
報
告
書
を
提
出
し
て
も
ら
い

ま
す
。
ま
た
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
研
修
に

行
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
全
校
集
会
で
報
告
を
し
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
特
に
印
象
深
か
っ
た
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
同
窓
会
創
立
百
二
十
周

年
記
念
式
典
で
の
こ
と
で
、
支
援
を
受
け
て
ミ
シ

ガ
ン
大
学
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
三
年

生
の
生
徒
が
、
報
告
の
ス
ピ
ー
チ
を
ほ
と
ん
ど
英

語
で
行
っ
た
こ
と
で
す
。
海
外
で
経
験
し
た
発
見

や
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
な
ど
、
内
容
も
若
者
ら
し
く

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
時

は
本
当
に
、
奨
学
金
事
業
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

同窓会が創立 90 周年事
業で建設し県に寄付した。
１階は生徒食堂で、２階
には同窓会事務室、会議
室、資料展示室がある。

同
窓
会
奨
学
財
団
の
ひ
ろ
が
り
と

　
　
　
連
絡
協
議
会
の
発
足
　
　

奨
学
生
の
研
修
先
・
留
学
先
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さらに新たに道あらん
歩み固かれ目は遠く

R e l a y  E s s a y

福
島
県
立
双
葉
高
等
学
校
は
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
に
旧
制
の
県
立
双
葉
中
学
校
と
し

て
開
校
し
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
創
立
百

周
年
を
迎
え
ま
す
。
福
島
県
の
東
、
浜
通
り
と
呼

ば
れ
る
太
平
洋
に
面
し
た
温
暖
な
気
候
の
地
の

中
ほ
ど
に
あ
り
、
質
実
剛
健
・
終
始
一
貫
の
校
訓

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
一
万
七
千
六
百
余
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
て
参
り
ま
し
た
。
双
葉
高
校
は
双

葉
郡
の
中
心
に
あ
っ
て
「
お
ら
が
町
の
お
ら
が
母

校
」
の
印
象
が
強
く
、
し
か
も
文
武
両
道
の
校
風

で
、
こ
れ
ま
で
甲
子
園
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
に
三
度
出
場
し
、
二
回
目
、
三
回
目
で
は
勝

利
の
校
歌
を
唄
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
日
本
の
太
平
洋

岸
全
域
が
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
、
さ
ら
に
こ
れ
に
伴
う
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
放
射
能
事
故
に
よ
っ
て
双
葉
町
を

含
む
広
大
な
地
域
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
膨
大

な
数
の
住
民
が
、
福
島
県
内
の
み
な
ら
ず
、
日
本

中
に
分
散
・
仮
寓
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
ご
存

知
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
未
曾
有
の
混
乱
の
中
で
、
県
教
委
に
よ
り

双
葉
高
校
は
県
内
の
福
島
・
郡
山
・
会
津
・
い
わ

き
の
四
市
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
校
」
を
開
設
し
て
授

業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
平
成
二
十
四
年
か
ら
は

「
い
わ
き
明
星
大
学
」
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
校
を
設

置
、
学
校
と
し
て
の
機
能
と
生
徒
の
集
約
を
図

り
、
一
体
感
を
持
っ
た
教
育
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
住
民
の
ふ
る
さ
と
帰
還
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
見
え
な
い
ま
ま
、
生
徒
数
の
大
幅
な
減

少
は
続
き
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
生
徒
募
集

は
停
止
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

双
葉
高
校
の
最
後
の
三
年
間
の
卒
業
生
は
、
平

成
二
十
七
年
度
十
六
名
、
二
十
八
年
度
十
五
名
、

二
十
九
年
度
十
一
名
で
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
二
十
五
年
十
月
に
は
「
創
立

九
十
周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
、
ま
た
平
成

二
十
九
年
十
一
月
に
は
「
休
校
記
念
式
典
」
を
開

催
し
「
復
活
・
双
高　

想
い
を
つ
な
ぐ
双
葉
の
伝

統　

心
の
ふ
る
さ
と
我
が
母
校
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
母
校
の
存
続
と
再
会
に
向
け
て
力

強
く
前
進
す
る
こ
と
を
誓
い
、
涙
の
校
歌
斉
唱
を

し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
県
は
平
成
二
十
七
年
四
月
八

日
、
双
葉
郡
の
最
南
端
の
広
野
町
に
「
福
島
県
立

ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
」
を
開
校

し
ま
し
た
。
男
女
共
学
で
全
日
制
の
併
設
型
中
高

一
貫
校
で
す
。
双
葉
郡
の
各
町
村
の
教
育
長
会

は
、
地
域
の
復
興
の
基
は
教
育
に
あ
る
と
し
、
サ

テ
ラ
イ
ト
校
に
よ
る
教
育
の
限
界
を
解
消
す
べ

く
新
し
い
形
で
の
公
立
の
教
育
施
設
を
国
の
支

援
を
受
け
て
設
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ

を
受
け
て
、
我
が
双
葉
高
校
も
募
集
を
停
止
し
、

や
が
て
在
校
生
が
全
て
卒
業
し
た
平
成
二
十
九

年
三
月
三
十
一
日
以
降
の
無
期
限
休
校
へ
と
至

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
実
を
冷
静
に
見
れ
ば
、
我
々
が
「
休

校
記
念
式
典
」
で
誓
っ
た
「
母
校
の
存
続
」
は
夢

で
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

教
育
の
継
続
の
重
要
性
は
自
明
の
こ
と
で
す
か

ら
、「
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等
学

校
」
の
誕
生
は
、
就
学
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
た

状
況
で
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
理
解
は
し

て
い
ま
す
。
人
々
が
故
郷
に
戻
り
、
双
葉
高
校
が

復
活
す
る
日
が
来
る
道
の
り
は
は
る
か
遠
い
で

す
が
、
少
な
く
と
も
眼
前
に
あ
る
大
き
な
節
目
の

「
双
葉
高
校
創
立
百
周
年
」
の
記
念
事
業
は
、
令

和
五
年
に
同
窓
の
仲
間
と
集
い
祝
い
、
一
人
ひ
と

り
の
胸
に
刻
み
た
い
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

私と同窓会
松本氏は福島県双葉郡葛

かつらお

尾村の生まれ。福島県立双葉高等学校で
学び、大学を卒業後教職に就き、母校の教員として 9 年の勤務を
含め、県内各地の高校で教鞭を執る。平成 20 年 3 月、母校の校
長を最後に定年退職。退職までの人生四分の一を双葉高等学校で
過ごした。平成 23 年、浪江町の自宅で東日本大震災とそれに伴
う原発事故に遭遇。現在は双葉高等学校同窓会の会長。（高 18 回生）

●連絡先
　福島県立双葉高等学校同窓会・事務局
　〒 970-8026
　福島県いわき市平字作町 3-4-10　リンクスサイト 2F
　TEL  090-4045-2174（秋本浩志　高 46 回卒）

　

こ
の
「
百
周
年
記
念
事
業
」
の
内
容
に
つ
い
て

は
、「
百
周
年
記
念
誌
の
発
行
」「
顕
彰
・
記
念
品

の
製
作
」「
祝
賀
会
」「
復
興
再
開
に
関
わ
る
今
後

の
同
窓
会
活
動
資
金
等
の
基
金
の
設
置
」
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。
更
に
こ
れ
と
並
行
し
て
双
高「
百

年
の
樹
」
賛
歌
の
制
作
が
、
同
窓
の
詩
人
と
作
曲

家
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
賛
歌
が
、
故

郷
と
母
校
へ
の
想
い
と
と
も
に
、
歌
い
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
百
周
年
の
記
念
式

典
ま
で
お
よ
そ
一
年
半
、
本
来
こ
の
時
期
は
実
行

委
員
会
の
会
合
を
定
期
的
に
行
い
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
重
ね
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
現
在
の
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
そ
れ
を
阻
ん
で
い

ま
す
。
時
間
と
の
戦
い
で
す
が
何
と
し
て
も
完
遂

し
な
く
て
は
と
想
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

母
校
再
興
の
た
め
に
我
々
は
何
を
す
べ
き
か
、
答

は
な
か
な
か
に
難
し
い
。
そ
し
て
何
よ
り
原
発
の

廃
炉
他
の
問
題
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
は
何
も
進
ま

な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
外
部

条
件
に
加
え
て
、
休
校
以
降
は
新
た
な
同
窓
会
へ

の
新
入
会
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
自
身

も
含
め
同
窓
生
の
高
齢
化
と
他
地
区
へ
の
転
居
と

い
う
問
題
も
あ
り
、
活
動
の
範
囲
を
狭
め
て
い
ま

す
。
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
双
葉
の

地
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験
を
し
た
私
た
ち
双
葉

高
校
同
窓
会
は
、
当
面
の
目
標
で
あ
る
「
母
校
の

百
周
年
記
念
事
業
」
を
や
り
遂
げ
、
さ
ら
に
こ
れ

を
新
た
な
故
郷
を
創
造
し
て
い
く
契
機
と
捉
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

福島県立双葉高等学校同窓会
会長・松本貞男

福島県立双葉高校・校章（背景：透明）

令
和
四
年
一
月
二
十
日
、
全
住
民
の
避
難
が
続
い

て
い
た
双
葉
町
で
、
帰
還
の
た
め
の
「
準
備
宿
泊
」

が
始
ま
っ
た
。
震
災
か
ら
十
一
年
目
に
し
て
踏
み

出
し
た
、
双
葉
町
の
復
興
の
第
一
歩
で
あ
る
。

＊双葉高等学校校歌より
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静岡県立浜松北高等学校同窓会
関東支部総会

アテネから浜松、東京へ。私たちの聖火リレー
幹事たちが夢中になった、オンライン総会への挑戦

母校から繋いだ襷と北高魂!

●
静
岡
県
立
浜
松
北
高
等
学
校
（
以
下
・
浜

松
北
高
）
は
、
二
〇
二
四
年
に
創
立
一
三
〇
周

年
を
迎
え
る
県
下
有
数
の
名
門
公
立
高
校
で
あ

り
、
教
育
目
標
に
「
自
主
独
立
」
を
掲
げ
る
進

学
校
で
あ
る
。
こ
の
浜
松
北
高
の
関
東
支
部
同

窓
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
が
集
ま
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
二
〇
二
〇
年
十
一
月
、
史
上
初
の

“
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
”
に
臨
ん
だ
。
そ
し
て

そ
の
目
玉
企
画
と
し
て
、
浜
松
市
の
母
校
か
ら

東
京
ま
で
の
約
二
五
〇
㎞
を
歴
代
の
同
窓
生
が

走
っ
て
つ
な
ぐ
「
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
を
行
い
、

そ
の
模
様
の
映
像
配
信
に
も
挑
戦
し
た
と
い
う
。

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
の
か
、
当

年
の
幹
事
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
三
氏
に
伺
っ
た
。

　

浜
松
北
高
の
同
窓
会
は
、
地
元
浜
松
で
開
催
さ

れ
る
「
同
窓
会
総
会
」
と
、
関
東
や
関
西
な
ど
各

地
で
開
催
さ
れ
る
「
支
部
総
会
」
が
あ
る
。
毎
年

慣
例
と
し
て
、
支
部
総
会
の
中
で
最
大
規
模
の
関

東
支
部
総
会
を
六
月
、
浜
松
で
の
同
窓
会
総
会
を

七
月
に
開
催
し
、
幹
事
は
そ
の
年
卒
業
し
て
二
九

年
目
の
学
年
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
窓
会
の
準
備
は
本
番
の
数
年
前
か
ら
始
め

ら
れ
る
。
卒
業
後
、
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
仲
間

た
ち
が
再
び
集
ま
っ
て
準
備
し
て
い
く
の
だ
が
、

二
〇
二
〇
年
の
関
東
支
部
総
会
に
向
け
て
は
ま
ず
、

そ
の
年
の
七
月
に
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
幹
事
学
年
の
「
新
四
四
回
生

（
平
成
四
年
卒
）」
で
幹
事
長
を
務
め
る
黒
宮
氏

が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
組
織
委
員
会
に
所
属
し
て
い
た
う
え
、
五
輪
関

係
の
仕
事
で
多
忙
が
予
想
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
も
お

り
、
万
全
な
同
窓
会
の
準
備
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

幹
事
で
話
し
合
っ
た
末
、
開
催
時
期
の
変
更
を

提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。
関
東
支
部
総
会
会
長（
故

･

有
馬
朗
人
元
東
京
大
学
総
長
）や
先
輩
方
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
快
く
承
諾
さ
れ
、
異
例
の
十
一
月
開
催

が
決
ま
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
、
春
先
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

蔓
延
し
四
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。

見
通
し
が
つ
か
な
い
情
勢
を
受
け
、
三
か
月
後
に

迫
っ
た
浜
松
の
同
窓
会
総
会
は
中
止
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
十
一
月
に
変
更
し
て
い
た
関
東
支
部
総

会
の
開
催
判
断
は
、
関
東
の
幹
事
に
一
任
さ
れ
た
。

　

当
時
ま
だ
不
慣
れ
だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で

幹
事
た
ち
が
毎
週
の
よ
う
に
集
ま
り
、
関
東
支
部

総
会
の
実
施
可
否
を
協
議
し
た
。「
や
ら
な
い
判

断
は
簡
単
だ
が
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
を
考
え

て
み
な
い
か
」。
話
し
合
い
の
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

実
施
さ
れ
た
「
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
企
画
に
は

熱
い
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
発
案
し
た
西
尾

氏
は
こ
う
語
る
。

　

縁
あ
っ
て
五
輪
イ
ヤ
ー
の
二
〇
二
〇
年
に
幹
事

が
ま
わ
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
年
な
ら
で
は
の

特
別
な
企
画
を
し
た
い
と
数
年
前
か
ら
思
っ
て
い

ま
し
た
。
同
窓
会
は
ど
う
し
て
も
学
年
ご
と
で
固

ま
っ
て
“
同
級
会
”
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
学
年

を
ま
た
い
で
一
つ
に
な
る
よ
う
な
企
画
が
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
た
時
、
ふ
と
、
全
て
の
卒
業
生
か

ら
ラ
ン
ナ
ー
を
募
り
、
様
々
な
学
年
の
方
が
襷
を

つ
な
い
で
い
く
“
駅
伝
”
の
形
が
浮
か
び
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
こ
に
五
輪
の
“
聖
火
リ
レ
ー
”
の
イ
メ
ー

ジ
が
重
な
っ
て
「
こ
れ
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

妄
想
は
さ
ら
に
膨
ら
み
ま
す
。
五
輪
に
は
、
開

催
国
か
ら
開
催
国
へ
「
旗
」
を
つ
な
ぐ
儀
式
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
企
画
で
も
北
高
の
「
校
旗
」
を

運
ん
で
い
け
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
一
九
年
九
月
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ギ
リ
シ
ャ
の

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た

の
で
、
聖
火
リ
レ
ー
の
起
点
で
も
あ
る
聖
地
へ
「
校

旗
」
を
持
参
し
、
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
起
点
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
。
そ
れ
で
、
企
画
が
実
行
で
き
る

か
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
校
旗

を
こ
っ
そ
り
自
作
し
て
現
地
に
持
参
し
、
パ
ル
テ
ノ

ン
神
殿
の
麓
で
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
企
画
検
討
会
議
の
中
で
、
こ
の
案
を

含
む
八
つ
の
案
を
提
案
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
が
最

も
好
感
を
も
っ
て
く
れ
た
の
が
こ
の
企
画
で
し
た
。

“
こ
ん
な
こ
と
、
本
当
に
で
き
る
の
な
ら
”
と
条

件
つ
き
で
し
た
が
（
笑
）。

　

そ
の
後
、
実
施
へ
と
準
備
を
進
め
る
最
中
に
コ
ロ

ナ
が
拡
が
り
、
外
出
自
粛
に
押
さ
れ
て
一
時
は
企

画
断
念
も
考
え
ま
し
た
が
、
協
議
の
末
、
準
備
を

続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
中
止
さ
れ
た
浜
松
総

会
の
幹
事
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
思
い
を
乗
せ
、
ま
た
コ

ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
い
る
同
窓
生
に
も
き
っ
と
元
気

に
な
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
。

企
画
に
は
、
走
行
ル
ー
ト
や
区
間
設
定
、
ラ

ン
ナ
ー
の
募
集
、
当
日
の
運
営
な
ど
複
雑
で
緻

密
な
計
画
が
必
要
だ
っ
た
。
苦
難
の
道
の
り
を
、

設
計
し
た
鈴
木
氏
が
語
る
。

　

ラ
ン
ナ
ー
の
募
集
は
、
東
京
五
輪
の
開
幕
に
あ

わ
せ
て
祝
日
と
な
っ
た
七
月
二
四
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の

日
）
か
ら
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
行
い
ま
し
た
。
告
知
早
々
応
募
が
相
次
ぎ
、

最
終
的
に
二
九
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
、
二
一
学
年
、

初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
へ

「
二
〇
二
〇
年
」
な
ら
で
は
の
企
画
を

複
雑
を
極
め
た
運
営
計
画
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左：鈴木　克洋（すずき・かつひろ）氏（新 44 回）
　　関東支部総会　企画担当・伴走
中：黒宮　教之（くろみや・たかゆき）氏（新 44 回）
　　関東支部総会　幹事長
右：西尾　　茂（にしお・しげる）氏（新 44 回）
　　関東支部総会　企画担当・プロデューサー

静岡県立浜松北高等学校　校章
靜岡縣立濱松第一中學校　校章

六
五
名
の
卒
業
生
か
ら
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

日
程
は
、
九
月
十
二
日
に
母
校
正
門
を
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
約
二
五
〇
㎞
を
飛
び
石
で
五
日

間
か
け
て
進
み
、
総
会
当
日
の
十
一
月
十
四
日
に

東
京
の
会
場
に
ゴ
ー
ル
す
る
計
画
で
す
。
コ
ー
ス

は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
夜
な
夜
な
地
道
に
設
計
し
、

不
安
な
箇
所
は
幹
事
で
現
場
を
見
に
行
っ
て
確
認

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
体
を
十
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

割
し
、
さ
ら
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
襷
の
受
け
渡
し

を
す
る
中
継
点
を
想
定
し
な
が
ら
二
～
十
㎞
程
度

に
分
け
、
実
際
の
走
行
区
間
を
設
定
し
て
い
き
ま

し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
に
は
走
り
た
い
ブ
ロ
ッ
ク
を
申
告

い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
希
望
に
沿
っ
て
当
て
は
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

本
番
の
運
営
で
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
ほ
ぼ
全
行
程
を
私
が
自
転
車
で
伴
走
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
浜
松
と
東
京
の
幹

事
た
ち
が
率
先
し
て
協
力
し
て
く
れ
、
感
染
症
や

熱
中
症
へ
の
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
な
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
唯
一
の
想
定
外
は
、

コ
ー
ス
途
中
で
見
ら
れ
る
は
ず
の
富
士
山
の
絶
景

が
、
土
砂
降
り
で
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

す
ね
（
笑
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
ど
う
伝
え
た
の
か
。
黒
宮
幹

事
長
が
こ
う
説
明
す
る
。

　

当
初
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
方
法
を
考
え
ま
し
た
が
、
魅

力
的
な
形
に
な
る
想
像
が
で
き
ず
、
会
の
肝
に
な

り
そ
う
な
動
画
も
ス
ム
ー
ズ
に
視
聴
で
き
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
悩
ん
で
い
た
時
、
映
像
配

信
系
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
先
輩
が
手
を
差
し

の
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
か
ら
、
テ

レ
ビ
番
組
の
よ
う
に
“
配
信
”
す
る
方
式
に
よ
り

動
画
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
本
番
は
事
前
収
録
し
た
動
画
と

ラ
イ
ブ
映
像
を
組
み
合
わ
せ
て
配
信
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。

　

総
会
当
日
、
メ
イ
ン
企
画
と
し
て
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
の
全
行
程
を
ま
と
め
た
映
像
を
配
信
し
ま
し

た
。
手
前
味
噌
な
が
ら
な
か
な
か
良
い
出
来
栄
え

で
、
ラ
ン
ナ
ー
が
笑
顔
で
襷
を
つ
な
い
で
い
く
様
子

を
見
て
い
る
と
、
私
も
ち
ょ
っ
と
ウ
ル
ッ
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
「
当
初
は
長
く
て
十
分
以
内
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
映
像
に
う
つ
る
同
窓
生
た
ち
の
表
情
が
眩
し

す
ぎ
て
、
こ
れ
は
全
員
登
場
さ
せ
る
べ
き
と
思
い

ま
し
た
。
気
づ
け
ば
十
五
分
の
大
作
に
な
っ
て
ま

し
た
（
笑
）。」（
西
尾
氏
）

　

私
は
六
六
人
目
と
し
て
ア
ン
カ
ー
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
像
の
後
、
会
場
の
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
き
る
様
子
が
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
る
と
、

設
け
て
い
た
書
き
込
み
チ
ャ
ッ
ト
に
多
数
の
拍
手
と

声
が
寄
せ
ら
れ
、
感
動
が
届
い
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
へ
舵
を
き
り
、
見
え
な
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
戦
い
な
が
ら
、
幹
事
メ
ン
バ
ー

を
ま
と
め
た
黒
宮
幹
事
長
は
こ
う
総
括
す
る
。

　

申
込
人
数
は
五
〇
七
名
、
ラ
イ
ブ
で
の
最
大
視

聴
者
数
は
三
二
五
名
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
は
延
べ

一
四
〇
〇
回
以
上
再
生
さ
れ
、
想
像
を
遥
か
に
超

え
る
視
聴
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
関
東
は
も
ち
ろ

ん
浜
松
や
日
本
各
地
、
そ
し
て
海
外
か
ら
も
参
加

い
た
だ
け
た
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
で
す
ね
。

　

終
了
後
の
反
響
は
大
き
く
、「
北
高
が
ま
す
ま

す
好
き
に
な
っ
て
涙
が
出
た
」「
最
初
は
『
掃
除
で

も
し
な
が
ら
見
る
か
』
だ
っ
た
の
が
、
最
後
は
ス

マ
ホ
を
握
り
し
め
て
号
泣
し
て
い
ま
し
た
」「
小
学

生
の
子
供
が
、
引
っ
越
し
し
て
で
も
北
高
に
行
き

た
い
と
言
っ
て
ま
す
」
な
ど
、
う
れ
し
い
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幹
事
た
ち
は
一
致
団
結
し
て
手
探
り
で
必
死
に

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
前
例
の
な
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
高
揚
感
、
新
し
い
技
術
を
活
用
し
て

み
よ
う
と
い
う
好
奇
心
が
、
各
々
の
北
高
魂
に
火

を
つ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
得
意

な
分
野
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
持
ち
寄
り
、

補
い
合
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
を
開
催
で
き
た
こ
と

は
、
幹
事
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
幹
事
学
年
全
員

に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で
、
生
涯
忘
れ
ら

れ
な
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
や
り
残
し
て
い
る
こ
と
が
ま
だ
一
つ
だ
け

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
リ
ア
ル
な
打
ち
上
げ
」

が
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
幹
事
た
ち
は
そ
の
日
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
相
当
な
盛
り
上
が
り
に

な
る
こ
と
、
間
違
い
な
い
で
す
ね
（
笑
）。

▲新 44 回幹事メンバーと、リレーマラソンで卒業生が運んだ襷と校旗

HAMAMATSU
TOKYO

2020

全
ラ
ン
ナ
ー
収
録
の
動
画
を
配
信

幹
事
に
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
に
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●
大
阪
府
立
八
尾
高
等
学
校
で
は
、
平
成
三
十

年
（
二
〇
一
八
）
に
発
生
し
た
「
学
食
の
一

時
封
鎖
」
を
契
機
に
生
ま
れ
た
「
新
し
い
形

の
学
食
」
の
安
定
的
な
維
持
を
目
的
に
、
同

窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
先
生
、
生
徒
が
一
丸
と
な
っ

て
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
こ
れ
に
地
域
が
加
わ
り
、
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
更
な
る
発
展
を
見
せ
始
め

て
い
る
と
い
う
。
一
体
ど
の
よ
う
な
活
動
な

の
か
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
誕
生
の
経
緯
と

現
状
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
同
窓
会
長
・
藤
田
博
久
氏
と
副
会
長
・
高

田
和
幸
氏
に
伺
っ
た
。

　

八
尾
高
校
で
は
二
〇
一
八
年
、
経
営
事
業
者

の
倒
産
に
よ
り
、
突
如
、
学
食
閉
鎖
と
い
う
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
。
学
食
は
学
校
生
活
の
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
で
す
か
ら
早
急
に
新

た
な
事
業
者
を
選
定
し
再
開
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
事
態
に
関
係
者
は
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
や
つ
て

4

4

を
頼
っ
て
引
き
受
け
て
く
れ
る
事

業
者
を
探
し
続
け
、
濱
本
さ
ん
と
い
う
方
に
行

き
当
た
っ
た
の
で
す
。

　

濱
本
さ
ん
は
、
当
時
二
校
の
府
立
高
校
で
学

食
を
運
営
し
て
い
る
実
績
が
あ
り
、
ま
た
そ
の

熱
心
な
学
食
運
営
の
姿
勢
と
献
立
の
評
判
を
耳

に
し
て
お
り
、
八
尾
高
校
の
窮
状
を
訴
え
て
協

力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
濱
本
さ
ん
は
学
食

の
営
業
再
開
に
向
け
て
の
「
事
業
者
入
札
」
へ

の
参
加
を
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幸
い
に
も

落
札
さ
れ
て
、
関
係
者
一
同
ま
ず
は
胸
を
撫
で

下
ろ
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

カレーが結ぶ
学食支援の輪

大阪府立八尾高等学校同窓会

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
は
「All 

八
尾
高 O

ne 
Team

 

学
食
あ
り
が
と
う project

」
で
す
。
具

体
的
な
内
容
は
「
八
尾
高
校
ブ
ラ
ン
ド
の
『
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
』
の
開
発
・
販
売
」
で
す
。
学
食
支

援
ツ
ー
ル
を
カ
レ
ー
と
し
た
の
は
、
万
人
受
け
す

る
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
、
保
存
の
き
く
レ
ト
ル

ト
食
品
と
し
て
定
番
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
な
に

よ
り
濱
本
さ
ん
の
「
牛
す
じ
カ
レ
ー
」
の
学
食
で

の
評
判
が
非
常
に
高
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

た
だ
「
牛
す
じ
カ
レ
ー
」
は
他
校
の
学
食
で
も

提
供
し
て
い
ま
す
か
ら
、
濱
本
さ
ん
は
新
た
に
八

尾
高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ
シ
ピ
を
考
案
、
そ
れ
が

「
ト
マ
ト
×
ポ
ー
ク
ス
パ
イ
シ
ー
」
で
す
。
学
食

の
目
の
前
に
あ
る
八
尾
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
き
つ

ね
山
」
に
因
ん
で
、
き
つ
ね
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
食
物
研
究
部
の
生

徒
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
り
、
レ
シ
ピ
開

認
知
さ
れ
、
賛
同
が
得
ら
れ
る
か
を
確
か
め
た

か
っ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
二
〇
一
九
年
末
、
世
界
中
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
報
じ
ら
れ
、
そ
の
影

響
で
二
〇
二
〇
年
三
月
、
学
校
は
休
校
と
な
り
、

学
食
も
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
困
難
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
チ
ー
ム
の
気
持
ち
は
微
動

だ
に
せ
ず
、
当
初
の
「
濱
本
さ
ん
に
感
謝
を
伝

え
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
コ
ロ
ナ
禍
で

困
っ
て
い
る
学
食
を
応
援
す
る
」
と
い
う
新
た

な
目
的
を
加
え
て
「
学
食
あ
り
が
と
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
よ
り
充
実
、
よ
り
広
が
り
を
も
っ

た
活
動
と
し
て
動
き
出
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
三
ヶ
月
の
空
白
を
経
て
学
食
は
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
濱
本
さ
ん
は
学
食
運
営
に
際

し
、
利
用
者
で
あ
る
生
徒
目
線
で
メ
ニ
ュ
ー
を

そ
ろ
え
、
し
か
も
そ
の
全
て
に
大
中
小
の
「
量

の
区
別
」
を
導
入
、
個
人
個
人
が
あ
ら
か
じ
め

自
分
に
必
要
な
量
を
選
ぶ
こ
と
で
食
べ
残
し
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
食
物
ロ
ス
を
工

夫
し
、
限
ら
れ
た
予
算
内
と
食
べ
盛
り
の
生
徒

た
ち
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
の
間
で
常
に
努
力
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
「
牛
す
じ
カ
レ
ー
」

の
評
判
は
高
く
、
濱
本
さ
ん
の
仕
事
熱
心
な
姿

勢
と
と
も
に
、
良
い
事
業
者
に
来
て
も
ら
え
た

と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
学
食
経

営
そ
の
も
の
が
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
い
こ

と
も
我
々
は
十
分
に
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
九
月
、
同
窓
会
長
に
就
任
し
た

際
、
私
は
当
時
の
校
長
先
生
か
ら
学
食
を
め
ぐ

る
一
連
の
事
を
聞
き
、
い
わ
ば
学
食
を
救
っ
て

く
れ
た
濱
本
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
安
定

し
た
学
食
運
営
が
か
な
う
よ
う
、
同
年
末
に
同

窓
会
を
主
体
と
す
る
「
学
食
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て

多
く
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
生
徒
に
評
判
の
高

い
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
」
の
商
品
化
を
決
定
、

ま
ず
は
同
窓
生
に
支
援
を
呼
び
か
け
つ
つ
、
同

時
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
展
開
の

実
施
も
決
め
ま
し
た
。

　

購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
こ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
を
支
え
る
原
資
の
調
達
で
あ
る
と
同

時
に
、
学
食
の
閉
鎖
と
い
う
現
実
と
、
そ
の
復
活
・

再
生
へ
の
、
同
窓
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
さ
ら

に
地
元
の
方
々
の
想
い
が
、
世
間
で
ど
れ
ほ
ど

学食閉鎖の危機を乗り越え、
” オール八尾高 ” で挑んだ壮大なプロジェクト

学
食
再
開
へ
の
感
謝
か
ら
生
ま
れ
た

　
　
　
学
食
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　
　

危
機
は
突
然
や
っ
て
く
る

　

｜
予
期
せ
ぬ
学
食
の
閉
鎖

学
食
あ
り
が
と
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
詳
細
と 

オ
ー
ル
八
尾
高
の
広
が
り
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窓
生
と
の
接
触
機
会
が
増
し
た
こ
と
で
、
同
窓
会

が
さ
ら
に
活
性
化
し
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。

　
「
学
食
あ
り
が
と
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
当
初

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
「
八
尾

き
つ
ね
山
カ
レ
ー
」
が
八
尾
高
学
食
発
の
“
ご
当

地
カ
レ
ー
”
と
し
て
全
国
デ
ビ
ュ
ー
す
る
夢
を
追

い
続
け
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
同
窓
会
が
主
体
と
な
っ

て
「
オ
ー
ル
八
尾
高
」
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
成
、

母
校
支
援
・
学
食
支
援
と
共
に
地
域
貢
献
に
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲濱本さんと食物研究部生徒のみなさん（きつね山の前で）

▲プロジェクトのロゴマーク

9

大阪府立八尾高校・校章

●連絡先　大阪府立八尾高等学校同窓会事務局
　　　　　〒 581-0073 大阪府八尾市高町 1-74
事務局　TEL/072-993-6379    FAX/072-993-6378
　　　　E-MAIL/yaoko@athena.ocn.ne.jp　　　　
　　　　同窓会 URL：https://yaoko-yuukari.com

左：藤田　博久（ふじた・ひろひさ）氏（高 23 期）
　　同窓会会長
右：高田　和幸（たかだ・かずゆき）氏（高 23 期）
　　同窓会副会長（プロジェクト担当）

発
に
挑
戦
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
幾
度
も
試
作
を
繰

り
返
し
、
最
終
的
に
、
地
元
八
尾
市
内
の
田
邊
農

園
で
収
穫
さ
れ
る
小
松
菜
を
使
っ
た
「
小
松
菜
×

チ
キ
ン
グ
リ
ー
ン
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
八
尾
高
校
の
美
術
部
の
生
徒
が

デ
ザ
イ
ン
し
、
印
刷
は
Ｏ
Ｂ
の
経
営
す
る
印
刷
会

社
が
行
い
ま
し
た
。
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
の
製
造
委

託
先
は
同
窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
大
阪

府
下
の
企
業
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
原
材
料
の
安
定
的
供
給
が
期
待
で
き
る
地
元
の

農
園
や
行
政
な
ど
と
の
各
種
の
交
渉
、
完
成
品
の

発
送
そ
の
他
の
作
業
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の

中
核
を
担
う
同
窓
会
運
営
委
員
会
が
担
当
。
こ
の

よ
う
に
し
て
「
オ
ー
ル
八
尾
高
」
の
体
勢
は
整
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
七
月
、
八
尾
高
校
食
物
研
究
部

の
生
徒
と
学
食
店
長
の
レ
シ
ピ
「
八
尾
き
つ
ね
山

カ
レ
ー
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
期
間
二
か
月
で
目

標
金
額
は
六
十
万
円
で
し
た
が
、
開
始
か
ら
わ

ず
か
十
四
時
間
で
目
標
額
を
達
成
、
最
終
的
に

百
八
十
五
万
円
が
集
ま
り
、
期
限
前
に
終
了
し
ま

し
た
。
更
に
コ
メ
ン
ト
欄
に
は
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
を
始
め

地
元
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
大
い
に
意
を
強

く
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
元
関
西
で
新
聞
・
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
年
十
月
か

ら
は
、
八
尾
市
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品

と
し
て
採
用
さ
れ
る
な
ど
更
に
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。
二
〇
二
一
年
に
は
、
初
年
度
の
半
数
に
限

定
し
た
四
千
食
で
第
二
弾
の
活
動
を
行
い
、
現
在

は
、
八
尾
市
観
光
案
内
所
で
八
尾
市
の
“
ご
当
地

カ
レ
ー
”
と
し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
購

入
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
は
営
利
団
体
で
は
な
い
た
め
、

こ
の
活
動
で
得
た
必
要
経
費
差
引
後
の
同
窓
会
の

剰
余
金
は
、
同
窓
会
が
以
前
か
ら
設
立
し
て
い
る

「
ゆ
う
か
り
基
金
」
に
繰
り
入
れ
、
母
校
の
教
育

環
境
整
備
等
の
支
援
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

商
品
の
開
発
と
と
も
に
重
要
な
の
は
販
売
方
法

で
す
。
販
売
に
は
そ
の
商
品
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
同

窓
会
が
考
え
た
の
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
し
た
。

❶
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
商
品

購
入
＋
寄
付
を
仰
ぐ
形
態
。（
実
施
済
み
）

❷
特
別
協
賛
金

　

同
窓
会
機
関
誌
等
で
同
窓
会
員
に
案
内
、
活
動

に
賛
同
頂
い
た
上
で
特
別
協
賛
金
（
寄
付
金
）

を
お
願
い
し
、
そ
の
返
礼
品
と
す
る
形
態
。

❸
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

　

八
尾
市
が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
」
に
選
定
さ
れ
る
形
態
。

❹
そ
の
他

　

食
堂
及
び
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
ま

た
八
尾
市
観
光
案
内
所
、
等
で
の
販
売
。

　

学
食
を
救
っ
て
く
れ
た
濱
本
さ
ん
に
感
謝
を
伝

え
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
同
窓
生
だ
け
で
な
く
生

徒
、
保
護
者
、
学
校
教
職
員
、
地
元
の
方
々
と
の

交
流
が
生
ま
れ
、
ま
さ
に
「ALL

八
尾
高O

ne 
Team

」
の
結
束
力
、
絆
の
強
さ
を
再
確
認
で
き

た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
未
来
に
向
け
て

　
　「
継
続
は
力
な
り
」
を
実
践
す
る

販
売
は
多
角
的
な
ア
ピ
ー
ル
か
ら

　
　
あ
の
手
こ
の
手
の
情
報
発
信
作
戦
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紹介同窓会活動紹介

10

紹介同窓会活動紹介新サービスのお知らせ 広告

ス
マ
ホ
決
済
に

　
　対応
し
ま
し
た

よ
り
早
く
！

よ
り
便
利
に
！

よ
り
多
様
に
！

会費等のお支払いがスマートフォンからできます。
郵便局よりも店舗数が多く、営業時間が長いコンビニ振込用紙を導入いただくことで、各校の入金件
数は大幅に増加しました。今後はスマートフォンでの支払いが可能となり、より若い世代や外出の機
会が少ない方からのご協力も見込むことができます。

①スマートフォン等にスマートフォン決済アプリをインストールし、必要事項を登録します。（アプリで納付に必要な金額をチャージします。）
②アプリの請求書払いを選択し、振込用紙に印字されたバーコードを読み込みます。
③払込金額を確認し、支払手続きを行います。
④支払手続きが完了すると、支払完了画面が表示されます。

会費納入時の流れ 同窓会の口座へ

・振替え
・入金者リスト

会 員
コンビニ

スマホ決済
サラト 同窓会

〒

決済手順について

お問い合わせは弊社まで　本社　☎ 0120－138－000 　　eigyo@salat.co.jp　　東京支社　☎ 0120－03－6381　 　tokyo@salat.co.jp

ご利用いただけるスマートフォン決済アプリ

バーコード読取アプリ起動

Pay

支払完了

支払完了

サラト
●●●円

支払い

サラト
●●●円

決済

同窓会費もスマホでお支払い

※利用方法の詳細については、各アプリ事業者のHP等をご確認ください。

広告新サービスのお知らせ 広告新サービスのお知らせ
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三
綱
領
と
は
、
明
治
十
五
年
開
校
の
濟
々
黌
建
学
の
精
神

を
表
す
三
つ
の
要
点
。
濟
々
黌
で
は
こ
れ
を
基
に
三
つ
の

柱
、
徳
・
体
・
知
の
三
育
併
進
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

●
校
舎
黄き
な
せ
ん線
の
由
来

　

黄
色
は
む
か
し
中
国
で
高
貴
の
色
と
さ
れ
た
。
そ
れ
と
「
黌
」

の
字
に
あ
や
か
っ
て
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
制
帽

に
黄
線
が
入
り
、
黄
色
は
濟
々
黌
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
と
し
て

定
着
し
て
い
っ
た
。

　

濟
々
黌
野
球
部
は
第
九
十
四
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
（
創
立

百
三
十
周
年
の
年
）
に
出
場
し
、
六
千
人
収
容
の
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
と
そ
れ
以
上
を
黄
色
で
埋
め
た
応
援
が
話
題
を
呼
ん
だ
。

全
国
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
球
場
を
「
ま
る
で
ひ
ま

わ
り
畑
」
と
例
え
る
程
で
あ
っ
た
。

●
校
名
の
由
来

　

濟
々
黌
高
等
学
校
の
校
名
は
、
詩
経
・
大
雅
・
文
王
の
「
濟
々

多
士　
文
王
以
寧
（
濟せ
い
せ
い濟
た
る
多
士
、
文ぶ
ん
の
う
も
っ
て
や
す

王
以
て
寧
ん
ず
）」
に

由
来
し
［
優
れ
た
人
材
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
］
こ
と
を
い
う
。

因
み
に
濟
々
黌
高
等
学
校
の
同
窓
会
館
は
「
多
士
会
館
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

濟
々
黌
高
等
学
校
新
管
理
棟　
　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
七
月
竣
工
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
。
新
管
理
棟
は
旧
管
理
棟

「
黄
壁
城
」
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
。

一
、
徳
育
の
柱
、

　
　

人
の
ふ
む
べ
き
道
、
正
し
い
人
間
関
係
の
も
と
、
世
界

の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。

二
、
体
育
の
柱
、

　
　

心
清
く
恥
を
知
る
事
。
真
の
勇
気
（
元
気
）
は
廉れ
ん
ち恥
を

重
ん
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

三
、
知
育
の
柱
、

　
　

こ
の
複
雑
化
し
た
国
際
社
会
の
中
で
、
蓄
積
さ
れ
た
知

識
を
活
用
し
て
、
社
会
の
発
展
に
向
け
て
努
力
す
る
。

黌
卒
）
が
初
代
校
長
と
な
り
、
十
月
、
熊
本
中

学
校
と
改
称
。（
現
在
の
熊
本
高
校
）

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
六
月　

黌
舎
落
成
、

こ
れ
が
『
黄お

う
へ
き
じ
ょ
う

壁
城
』
と
呼
ば
れ
、
昭
和
三
十
四

年
ま
で
濟
々
黌
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）　
黌
歌
制
定
。「
天
地

万
象
皆
我
が
師　
進
ま
ん
理
想
の
目
標
に
」。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
二
十
日　

孫
文
・

宮
崎
滔と

う
て
ん天
ら
来
校
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
一
月
十
六
日　

昭
和

天
皇
行
幸
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

創
立
五
十
周
年
記
念
式

典
挙
行
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
日　

定
員

百
五
十
名
の
夜
間
部
併
設
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
一
日　

熊
本

県
立
濟
々
黌
高
等
学
校
と
改
称
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月　

第
三
十
回

全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
優
勝
。

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
一
日　

定
時
制

廃
止
（
同
窓
会
名
を
黌
友
会
と
す
る
）。

　
十
一
月
十
三
日　
創
立
百
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
か
ら
五
年
間
、

ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｇ
Ｈ
）
指
定
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
四
月　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
で

培
っ
た
本
黌
で
の
取
り
組
み
を
元
に
「
濟
々
黌

未
来
探
究
」
が
ス
タ
ー
ト
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
二
月
十
七
日　
濟
々
黌
創

立
百
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
桜

二
十
本
の
植
樹
実
施
。

　

十
一
月
十
一
日　

創
立
百
四
十
周
年
記
念
式
典

挙
行
予
定
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
二
月　
佐さ

っ
さ々

友と
も
ふ
さ房
・

高
橋
長
秋
ら
に
よ
り
『
同
心
学
舎
』
を
開
校
、

そ
の
後
『
同
心
学
校
』
と
改
称
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
十
一
日　

飯

田
熊
太
、
佐
々
友
房
ら
、
三さ

ん
こ
う
り
ょ
う

綱
領
を
制
定
し
、

『
濟せ

い
せ
い
こ
う

々
黌
』
と
し
て
開
校
。

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月　

宮
内
省
よ
り

恩
賜
金
五
百
円
を
下
賜
さ
れ
る
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
春　

付
属
の
女
子

学
校
を
開
校
。（
現
在
の
尚

し
ょ
う
け
い絅
高
校
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月　

生
徒
増
の

た
め
生
徒
・
教
職
員
を
二
つ
に
分
け
、
第
一
濟
々

黌
は
黒
髪
町
の
新
黌
舎
に
移
り
、
井い

せ
り芹
経つ
ね
ひ
ら平
が

黌
長
と
な
り
、
翌
年
六
月
、
熊
本
県
立
中
学
濟
々

黌
と
改
称
。
第
二
濟
々
黌
は
、野の

だ田
寛ひ
ろ
し（
私
立
濟
々

わが学び舎
熊本県立濟々黌高等学校

濟々黌同窓会

　　URL：http://seiseiko-dosokai.gr.jp/
　　Facebook：https://www.facebook.com/seiseiko.dosokai/

●連絡先　済々黌同窓会
　〒 860-0862  熊本市中央区黒髪 2-21-50
         一般財団法人多士会館／済々黌同窓会事務局

         TEL：096-345-3002 / FAX：096-346-3225
         E-mail： tashi@seiseiko-dosokai.gr.jp

三
綱
領
・
解
説

表
紙
写
真
・
解
説

沿
革

O u r  P r o u d

三綱領の精神と
徳育、体育、知育の三育併進

三綱領　佐々友房・書

上：佐々友房先生
下：井芹経平先生

熊本県立済々黌高校・校章

黄壁城 ( 旧管理棟 ) 1906 - 1959

　

倫
理
を
正
し

　
　

大
義
を
明
ら
か
に
す

　

廉
恥
を
重
ん
じ

　
　

元
気
を
振
る
ふ

　

知
識
を
磨
き

　
　

文
明
を
進
む
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サ
ラ
ト
は
昨
年
（
令
和
三
年
）、
全
国

百
六
十
五
校
の
同
窓
会
名
簿
を
納
品
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
行
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
同
窓
会
・
学
校
・
会
員
の
皆
様
に 

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

M e s s a g e

株式会社サラト・代表取締役
福田  裕一（ふくだ・ゆういち）

小
誌
、
前
号
の
発
行
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
第
六
波

が
落
ち
着
い
た
と
は
い
え
、
未
だ
同
窓
会
の
活
動

を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
続
い
て
お
り
、

一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
同
窓
会
か

ら
会
報
誌
の
記
事
に
関
す
る
ご
相
談
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
会
や
支
部
活
動
、
同
期
会
な
ど
が

開
催
で
き
な
い
状
況
で
、
ど
ん
な
記
事
を
掲
載
す

れ
ば
良
い
か
悩
ま
れ
た
同
窓
会
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
こ
で
、
年
間
六
百
校
以
上
の
会
報
誌

の
作
成
や
発
送
を
行
っ
て
い
る
弊
社
に
て
、
各
同

窓
会
の
記
事
内
容
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ

た
か
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
無
か
っ

た
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１	

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

　
　
事
業
の
案
内
や
実
施
報
告
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
る
各
種

事
業
の
開
催
案
内
や
実
施
後
の
報
告
な
ど
、

さ
ら
に
は
そ
こ
で
得
ら
れ
た
新
た
な
気
づ

き
や
課
題
な
ど
も
併
せ
て
誌
面
に
掲
載
。

２	

会
則
の
改
定

　
　

各
種
事
業
の
承
認
な
ど
に
つ
い
て
、
対
面
に

よ
る
総
会
や
役
員
会
で
決
議
す
る
こ
と
を

明
文
化
し
て
い
た
会
則
を
、
対
面
で
の
開
催

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
場
合
に
は
、
書
面
に

よ
る
決
議
を
可
能
と
す
る
よ
う
改
定
し
、
誌

面
で
会
員
に
報
告
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
よ
う
な
感
染
症
対
策
だ
け
で
な
く
、
将
来

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害
発
生
時

な
ど
へ
の
対
策
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

３	

会
費
徴
収
方
法
の
変
更

　
　

年
会
費
や
寄
付
金
の
徴
収
に
つ
い
て
、
従

来
の
郵
便
局
に
加
え
て
Ｃ
Ｖ
Ｓ
（
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
で
の
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
、
さ
ら
に
は
〇
〇
Ｐ

Ａ
Ｙ
と
い
っ
た
ス
マ
ホ
決
済
な
ど
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
変
化
に
対
応
し
、
会
員
の
利
便
性

向
上
を
目
的
と
し
た
多
様
な
徴
収
方
法
の

導
入
と
そ
の
お
知
ら
せ
。

４	

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

　
　
母
校
支
援
の
お
願
い

　
　

自
治
体
の
協
力
の
も
と
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
活
用
し
母
校
支
援
を
呼
び
か
け
る
記

事
の
掲
載
。

５	

そ
の
他

　
　

社
会
で
活
躍
す
る
同
窓
生
や
お
店
の
紹
介
、

同
窓
生
か
ら
の
回
顧
録
、
恩
師
か
ら
の
寄
稿

な
ど
も
掲
載
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
誌
面

の
充
実
を
図
る
傾
向
も
あ
り
ま
し
た
。

ごあいさつ
雑感：会報誌にもコロナの影響が
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左より：兵庫県・松蔭中学校・高等学校／山梨県・都留高等学校
　　　　群馬県・太田女子高等学校／岐阜県・長良高等学校

●
制
服
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
カ
ち
ゃ
ん
に

　
新
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た

　
　
　
　（
お
問
合
せ
は
弊
社
ま
で
。）

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
近
隣

他
校
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
交
換
を
積

極
的
に
行
い
、
同
窓
会
の
活
動
継
続
に
尽
力
さ

れ
る
同
窓
会
事
務
局
や
役
員
・
先
生
方
に
接
し
、

あ
ら
た
め
て
同
窓
会
や
母
校
の
発
展
を
願
う
お

気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
対
面
で
の
再
会
を
強
く
願
い
、
母

校
の
永
続
的
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
同
窓
会

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
わ
た
し
た
ち
サ
ラ
ト

は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

紹介● 同窓会活動紹介 

　・世界で役立つ人材づくり：

　　　　公益財団法人  県立浦和高等学校同窓会奨学財団

　・ 母校から繋いだ襷と北高魂 !：

　　　　静岡県立浜松北高等学校同窓会・関東支部総会　　

　・カレーが結ぶ学食支援の輪：大阪府立八尾高等学校同窓会

リレー連載 ● 私と同窓会

　・松本貞男（福島県立双葉高等学校同窓会・会長）

わが学び舎

　・熊本県立濟々黌高等学校濟々黌同窓会




